
プラごみの回収（徒歩による回収）

お茶の水女子大学湾岸生物教育研究所



浜でのミッション：
マイクロプラスチックっぽいものを回収

貝殻のみ

プラゴミも

小さ目のプラごみは貝殻より上の、満潮時に
海水面のあったあたりに他の漂流物（海藻な
ど）と共に漂着していることが多いです



位置情報

研究所周辺



採集地点情報（お茶大湾岸研究所周辺）

実験棟

野外教育施設

宿泊棟

採集地点①

採集地点②

採集地点③



プラごみを３段階に分類して「教材」として提供

バケツに
直接回収

丸容器
に回収

50 mL
チューブ
に回収



マイクロプラスチックっぽいものをピンセット
で50mLチューブに入れていく

• 仕分けは後でするので疑

わしいもの（人工物に見え

るもの）をとりあえず回収

• 少し大きめのもの（cm大）

は丸容器に回収

• 大き目のものはバケツに

回収



実際のマイクロプラスチック採集の様子
（2022年11月放送大学の臨海実習にて；採集地点②）



マイクロプラスチック
は満潮時の海水面付
近に漂着しているこ
とが多い

貝殻などは
この辺りに多い

実際のマイクロプラスチック採集の様子
（2022年11月放送大学の臨海実習にて；採集地点②）



実験室に戻り、真水（水道水）で洗浄

•プラスチックは水に浮くものが多い
•方眼紙、方眼つきカッター台で5mm以下かを判定



課題提出について （例）

•洗浄後、乾いたら各自でパッキング
• マイクロプラスチック（5mm以下）は密封シャーレ

•中間サイズ（5mm-10cmくらい）のものはチャック袋

•写真をこちらで撮り、その
「成果の記録」をもって
レポートの代わりとします

•パッキングしたものは
お土産に持って帰っても、
研究所に寄付してもOKです



マイクロプラスチックの代表例

• ペレット（レジンペレット）

•人工芝の切れ端？

• その他人工的な色合いのもの



マイクロプラスチックと一緒に見つかるこ
とがあるもの

• コメツブウニの殻

•小さなバフンウニの殻

•ストローかと思ったらツノガイ

•虫の死骸や甲殻類の抜け殻が
色合い的に人工物に見えることも



参考１：2022年のお茶大LA臨海実習での収量（30分位の回収作業）

•左：中くらいサイズ、マイクロプラスチック（4人分）
• その後、量を均して、実際に教材として使用（京都の高校宛てに送付）

•右：大きめのゴミ



参考２：牡蠣の養殖パイプ

• 海洋プラごみ（cm大）の代表格

• 2022年11月18日に香（こうやつ）に大量漂着

（右のツイートは二人で10分程度で拾った分）

• 「養殖パイプ」で検索すると情報がたくさん出て

くる

• 生分解性プラスチック製のパイプに置き換える

方向
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